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人間疎外から人間性の回復をはかる国民芸術文化運動の原理
　　　　　　　　　秦　　泉　寺　　　　正　　‥--j
　　　　　　　　　　　　　(高知大学教育学部)
　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）　国　民　運　動　の　課　題
　（1）我々が考えなければならぬこと……
　変貌する現代生産社会に対処して，我々は何を，どのように考え，どのように生きてゆかねばな
らぬか．その’拠りどころを国民的自覚において，生活者自身の中に確立させなければならない.
　（2）変貌する現代生産社会;...‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　科学，技術は常に分析し，分解することを本領としている．企業という現代経済生産社会は科
学，技術を駆使して，あくなき利潤追究をこととしている．
　利潤追究の企業分析は終に，そこで働らく人間をも分析し，分解し尽し，企業部品として，非人
間的取扱を受けている.
　（3）我々は何を……
　人間･は有機的綜合体である．人間は生きるために，科学技術を綜合する．然し，人間は企業の虜
となり，科学・技術の分析と同様に，人間分析をされはじめ，物質的対象と同様に考えられ，終に
人間はこれに耐えられなくなり，人間分裂，自己喪失の状態にまで立至らせられるのである．現代
の異常の心理，人間疎外の原因はここから生じてくるのである．
　我々はここにおいて，人間としての主体性をとりもどすために，どのようにして，人間性の回復
をはかればよいかということが現代的課題となる;
　（4）どのように考え……
　人間は自分のつくりだしたメカニズムに圧倒され，人間が人間をだめにしている．
　マスコミ，タイムレコーダー，ラッシュアワー，職階制，流れ作業，事務用機器等々人間は自ら
つくった企業という社会生産機構に追いまわされ，自己を見つめる瞬間もなく，自ら考え，自ら行
うということを忘れ去ってしまっている．
　我々は消費者こそ王様という甘言に惑はされて，無意識的に消費が助長され，これ等企業の販売
合戦の犠牲者として，他人思考に馴らされてしまっている．
　パスカルのいう「人間考える葦である.」ということばが，今の時代にこそ重要な意義をもち，
我々に反省を求めているようである．
　人間は生産者であると共に;消費者でもある．そめいづれにおいても人間は自ら考え，自ら行う
という，自主的思考にこそ，人間としての尊厳をとりもどす唯一の方法かあるといえる.
　（5）どのように生きてゆけばよいか……
　我々は一人の人間であると共に，矛盾はあっても現代社会の一員でもあるので，この現代生産社
会という現実から逃避すること’は出|来ない.
　（ａ）我々は，この現実社会と対決し，現代のメカニズムと人間どの関係を追究しなければなら
ない．
　すなわち，企業の分析性と,’人間の綜合性を如何にうまく織りなしてゆくかということが，この
問題解決への鍵である．
　人間は医学，心理学という，人間存在学の立場で，人間を分解し続けた．企業は分解された人間
の一能力をのみ使用するという立場で，それぞれの企業分野に人を配置して，使った．一人―大の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
　82　　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　　第12巻　　人文科学　　第８号　　　　　　　　　　-一一
もつ人間のイメーヂは一切度外視されて……
　人間か機械に使はれているということを言いかえると，人間がっくり出した機械や機構に人間が
使はれていると考えているあいだは，人間は不幸であるといえる．
　機械は機械として働らかせることが大切であり，人間は自からのイメーヂを実現するために合理
的な機械を，有機的に総合，統帖して使い，自らの幸福を獲得するために，自らの生活文化を築く
ようにもってゆくことが重要なことである．
　人間は機械や機構に使はれるのでなく，機械や機構を使はなければならない.
　（b）　いまひとつの立場を考究するに，生産社会機構と人間との対立的考えよりも，メカニズム
によって招来された，人間と人間との関係，すなわち人間関係の分析，分解，分裂によってひきお
こされた問題の原因を解明することに頭を使わなければならない．
　分析は分解となり，分解は分裂をよび，分裂は反目を来し，反目は争となり，憎七みと燃え上
り，相手を否定し，行動を非膀し，終には同じ空の下，共に生きることをいさぎよしとせず，人間
同志相殺しあうという，殺戮戦争へと持ち込まれ，ここに人類の悲劇が生じるのである．
　人間相互理解，すなわち，人間の一人一人の可能性を賞讃し，一人一人の独自性を認めあう生活
共同体社会が実現すれば，平和への理想も実現され，戦争の危機もなくなるのである．
　この人間相互理解ということは，よりよい家族生活を築くという，家族という単体を基盤に持
ち，明るい職場づくり，新らしい村や町づくり，ひいては豊かな国づくりへ発展しなければならな
い．世界連邦も国際相互理解の原理において成立するのである.
　（6）どういう方法によって，この現代的課題を解決するか･････．　　　　　　･･
’我々がこれ等問題解決の方策としては，国民迎動という形をとって国民の総意を結集しなければ
ならないのである．
　戦後の国民運動は，その何をとってみても，目的，方法はわかり過ぎるほどよくわかっているの
であるが，実践効果が上っているとは言えない．
　それは「目的に対する価値の認識が低い」といえるだらう．目的価値へ迎動をつなぎとめるため
には，「人間本然の深層心理に訴えて，人間価値へのあこがれを実現させる活動が，国民運動の運
動たるもの」ではないだらうか．
　人間は自らが生きているために世間か動いていると感じ，自らの行勁か社会的に如何に寄与して
いるかということによって，生き甲斐を感ずるのである．
　運勁に生命的な躍勁がなければ，運動がそれ自体，形式に流れてしまい，一般行政拾置と何等変
らないものとなってしまう．
　価値への奉仕として，迎動か昇華しなければボランティアの情熱をたぎらせることは困難であろ
つ.
（7）国民迎動として考えられねばならぬ，二つの柱
　産業機構は人間の知性を分解し，人間疎外を招来し，人間機能を客観化し，人間を単なる物量と
して取扱う態度が生れて来た．
　こういう考の中で人間がそれ自体人間的に生きようとするとき，その主観的考察は，現代社会に
通用しなくなり，生産と生活を大きくへだててゆく自己分解がはじまった．
　従って;国民迎動の現代的意義は，「人間分析から，人間綜合への生活者迎動である.」と定義さ
れ，人間の可能性の発見と人間性の回復運勁に焦点を合はさなければならないと思はれる．
　その問題領域は，現代社会の問題と，生活者，人間という二つの柱を立てて考えてゆかねばなら
ない.
　（ａ）社　　会
　▲職　場……人間性の回復を意図する国I民運勁も，現実を見つめた場合，最高利潤追究に絶対的
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な基礎を置いて運用されているところの，資本主義の産業システムの上において，この運動の理想
がに直ちに実現されるであらうことは考えられない．
　この現実を分析してみると，人間の側すなわち，個人の人間が企業に歩みよるよりも，人間を客
7観的にも，具体的にも保証しなければならない物質側すなわち企業側に，人間性の回復をはかろう
とする方策が打ち立てられなければ人間企業とは言えないであろう.
　▲家　族……人間という単体の社会的基盤を家族という単位においで，国民運動は展開されなけ
･ればならない．
　国家が国民や家族に優先して，何事も考えられていた上意下達の習慣は遠い昔のことであり，現
代は人間や家族が国家に優先するという考えで処理されなければ，現代の問題は解決されないので
あるム
　▲地域社会……国民運動は民意を結集する生活者運動であるので，人間個人の問題から家族とい
う単位が中心となり，職場に，村や町に，国づく.りに発展してゆかねばならない･ことを認識しなけ
ればならない.
　（b）人　　間
　▲人間と道徳……
　国は経済成長の一応の見透しか立ったが，経済性だけでは，世の中の非行は解決出来ないと悟っ
たとき，人間性の問題がとりあげられ，道徳教育が強調されはしめた．
　然し，人つくりは，もともと日本の経済成長に役立つ人材を養成しようという企図から出発した
ものであっただけに，今だに経済面での人つくりと，徳性を養う意味での人つくりとの関係かはっ
　　　　　　　f　　　　　Φ　I･きりしていない．
　過去において国家が家族や人に優先して考えられていたことはのべたが，その時代は国家中心の
道徳律を説教することによって，国民はこれを金科玉条として信奉し，国家権力に従属しておれ
ば，お家安泰という考で，総ての問題が解決されて来たが，これは全くおかしな話である．
　若し，このような道徳律で，現代の経済生活行為の曲り角を解決するために，代替させようと考
えているならば，これは全く無理な話である．
　我゜々現代の人間を考える場合，人間疎外の異常の心理を，道徳律で押えようとしても問題は解決
されないし,.異常者は跡を絶だない．現代の生活の場面で失っ.だものを探がさなければならない．
それには人間の深層心理に焦点を合はし，情緒性の安定をはからなければならない.
　▲人間相互理解
　人間は人間として，一つの可能性が認められた場合，認められた人に全幅の奉仕をするし，人間
が人間として否定された場合，人間は否定された人に対し，どこまでも反抗する特性を持ってい
る．
　人間は如何なる人でも，何か一つのすぐれた可能性を持っているものである．･他人の欠陥ばかり
をあげつらえば，争になるが，他人の可能性を独自性として認めあうところに，争や社会不安はな
くなる４
ム　これの対策として，道徳的禁止や法的処罰という安易な方法ではもはや救はれないところまで人
間疎外は進行している．
　お互の人間の可能性を認めあう，人間相互理解運動こそ，現代を救う唯一の方法である.
　▲人間生きているということ（人間的価値）
　人間の可能性をリードは，「人間の価値はアートの価値である」と，創造的なもの，創意的なも
のにその価値を求めている，
　創造性は自ら考えることによって，自主的に自らの生命を掘り下げ，自らの可能性を自覚するこ
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とである．
　創造的であるためには，自ら自由であることが大切で，自ら自由であるためには，柔かい思考力
で，自ら現代の問題点を考えることである．
　人間生きているということは，「我思う故に我あり」で，自分と社会と何等かの関係で生きてい
るということである．
　人間の可能性と社会的関係から考えれば，その人の創造能力か社会の共有財産に如何に寄与する
かという，その多寡によって，価値評価かなされるのである．
　我々が生き甲斐を感ずるのは，自分の人間性を強調発揮して，自分のドラマを演出している場合
のみである．
　人間性の回復への一歩前進は，他人思考から自主的思考へ，自主的思考から創造的思考へと前進
するところに，自らの生の自覚か誕生する.
　▲人間無視の外来企業と東洋的生産精神
　外来ぬ生産企業は科学的物質分析から，人間分解に･まで立至り，工学，社会学，計数経営学は経
済権力，企業を発展させるための人間関係論を打ち立ててしまい，よい従業員はかくあるべしと人
の頭をなでながら，企業という機構の中に人間モザイックをはめこんでいった．
　東洋的な経済は常に人間が先行して，徳性や信用という精神性が忘れられていなかった．日本の
手工芸的なものは，日本人の内的なものを開拓してゆく印として，製品には銘を打って責任の所在
を明らかにした．
　すなわち人格と技能を切離さなかった．然し現代の変貌する･生産社会は技術革新の急激な変化の
あまり，日本の伝統的な人間性を省みて，徐々に変革するといういとまもなかった．
　日本の職場の人間関係はここにおいて日本のもつ伝統的な人間性を導入しつつ，外来の経営学を
うのみにすることなく，今一度反省してみる必要があるのではなからうか．
　　　　　　　　　　　　　　（ｎ）　国　民　芸　術　文　化　運　動
　（8）人間疎外から人間性の回復をはかる国民芸術文化運動　　　　　　゛
　（ａ）芸術を通しての，人間の可能性の発見と人間相互理解
　科学技術は人間を分析するが，芸術は人間を綜合するのである．この運勁は企業の立場から人間
関係の調節をはかるという‘のでなく，人間それ自体の立場から芸術の綜合性を応用して，人間性の
回復をはかろうとするものである．それがすなわち，東洋的な意味から見て，新らしい意味の職場
の人間関係に寄与することと確信している．
　我々は自己表現である芸術活動を通して，自己を見つめる瞬間を持つと共に，自己の可能性を発
見する機会か得られる．
　また，他人の表現活動を通して，他人の独自性をも認め，表現した人間同志の相互理解をはから
うとするのがこの運動のねらいである．
　我々は職場や，地域社会の中で，絵をかき，ものをつくるグループや，歌をつくり，それを唱う
という歌唱グループなどをつくり，そのグループ活勁の中で人間相互理解をはかろうとするもので
ある.
　（b）絵を描き，ものをつくる活動
　この活動は個々人の手を通じて，心に伝えるという人間自覚活動を意味する．民芸迎動は，風土
性，人間性を直に感ずるこの活動の中における雄なるものである．
　このグループは下手の横好きのメンバーでよろしい．下手ならば下手なりに，その入らしい表現
としてその作品を認めあい，誰をも犯さず，お互の可能性を尊敬しあうところから出発するのであ
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る．
　これは職場の職階制による上意下達という一方交通の人間関係から来る抑圧された異常緊張を，
一人の人間として，おっき合いをする横のコンミュニケーションづくりである．
　こういう芸術表現を特に取り出しだのは，人間綜合体として;芸術の綜合的意義を利用しようと
するのである．平素，仕事の面では，単に人間能力の一分野のみが使はれ，いわば人間部品のみを
働らかせている職場の活勁であるから，グループ活動では創造という人間綜合活動をやろうという
ところに，人間としての重要な現代的意義がある.
　（ｃ）ものをつくる運動とくらしの工夫運動
　ものをつくるグループ活動の意義の中には，日常生活設計計画，くらしの工夫という，消費生活
の合理化問題が大きな意義をもっている．その主たる目的は，企業の販売合戦の宣伝にまどわされ
ることなく，生活者自体，主体性を持って，過去の消費者こそ王様と言はれて甘やかたれていた時
代から目覚めようというのである．
　このくらしの工夫運動は消費者運動として，流通機構や生産の体質改善にまで影響をおよぽして
ゆこうとするものである．
　先づ家庭婦入層に基盤を持ち，続いて，地域社会，職場づくり，村づくり，町づくりの体質改善
となり，終には県，市づくり，国づくりへと大きく発達してゆくことも出来る．
　かくして，生活者の民意を，政治に，行政に反映させ，我々の幸福を得るために，正しい意味の
民主政治学習をやることも出来るのである･.　　　　　　　　　　，
　（d）歌唱運動と手をつなぎ
　芸術文化運動は目下絵を描く運動と音楽運動と手をつなぎ，文学，演劇活動とも手をつないで，
人間グループ活動の基盤ともならうと努力しつつあるが，ここでは詳細には触れなくても，その意
義は充分了解されることと思う.
　（ｅ）スポーツ迎動と手をつなぎ
　上記の各運動は一連の芸術運動として，展開されるべきものであるが，これに国民皆スポーツ運
動が一枚加はることによって，文化迎動として人間性の回復運動に大いに貢献することが出来る.
　　「現代の青少年は変貌する現代生産社会において，彼等は何かをせずにはおられないという衝動
にかられているが，彼等はどのような方法によって，そのエネルギーの偏倚を，情緒的に転移すれ
ばよいか，健康なその方法を知らないのである.」
　芸術とスポーツと手をつないで人間性の回復をはかる運動は三年前に研究発表をし，絵を描く運
動，国土美運動と展開して来たが，オリンピック終了後も，青少年活動の中にとり入れられなけれ
ばならない．
　スポーツは人間のエネルギーの発散にもなるが，競技のルールに従って，全身全霊を以て闘い，
身，技，体の調和の極致において競はれるものであって，その人間のつくったスポーツのルールに
反するものは，場外に退去を命ぜられても誰れも文句をさしはさまない，フヱアプレーのきびしさ
を持っている．
　このスポーツ精神の正当性は，青少年成人教育の場においては，法治国家の遵法精神に通じ，社
会に生きるためには，法というルールを守らなければならないことを，自覚させるには，最もよい
通路である．
　（Ｄ　国土美運動と自然愛護，青少年野外活動
　青少年健全育成を目標とする文化活動の中において，国土美運動を展開して来たが，続いて，自
然をスポイルし尽さんとしている人間族に，「人間によって汚された地域は，人間によって秩序と
統一が与えられ，人工的にも整備しなければならない責任か人間にある．
　スポイルされた自然は再現することは出来ない．従って自然を愛護し，保護された自然環境の中
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で，めまぐるしく立働らく我々が，静かに物を考え，人間としての生命を甦えらせるような野外活
動を展開させる必要がある.」と訴えたい．
　　人間は旅行で宿に泊り歩くのもよかろうが，自ら煮て，自ら伏床を作り，旅すること自体，自然
　に還って，人間本然の姿を自覚すると共に生の喜を満喫させてくれるものであることを確ｲ言してい
・る.
　（9）なぜ芸術教育をこのような形で国民運勁として訴えるか.
　（ａ）社会教育の面から見て
　三年前「芸術とスポーツで手をつなぐ運動」を提唱し，先づ絵を描く運動からスタートさせ，続
いて，オリンピック開催年までに日本を美しくする運動に発展し，今後はこの運動を日本浄化迎動
として，自然愛護と青少年野外活動にまで発展させ，オリンピック終了後も青少年健全育成と法を
法として守るために，国民皆スポーツ運動を国民健全文化活動として展開してゆきたいものであ
る．
　絵をかぐ運動という芸術本来の国民運動は，現在音楽と手をつなぎ国民芸術運動として発展しよ
　うとしているが，絵を描く運勁の兄弟活動である，ものをつくる迎動は，くらしの工夫運動とし
｀て，生活設計から，消費者運動，生産企業への要求，生産企業の体質改善から村づくり，町づくり
へと，政治，行政面にも発展し，正しい民主政治学習にまで伸展していこうとしている．
　　これ等の国民芸術文化運動は，現代生産社会における人間性回復運動の中心課題解決方法である
　と思はれる．　　　　　　　．
　（ｂ）学校教育の面から見て
　経済的見地から，生産性の増強，所得倍増を急ぐあまり,･科学技術教育，基礎学力の強化が偏重
　され，総授業時間数は変えることが出来ないので，芸術教育の時間数を削減して時代的脚光を浴び
　る学科へ補強された．
　基礎学力というものを重視するあまり，学習不振児は学習の場では劣等感の塊となって，怠業，
不良化への道を辿っている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　これを挽回するために，道徳教育を採用し，これが矯正の極め手であると，信じ，正規の授業時
間への割り込みが間もなく成功することと思はれる．
　道徳の観念教育にも勝る芸術教育の効用は，理論的には当然有識者に理解されることであるが，
在来の美術，音楽の教師が，専門の美術，音楽を教えることに熱中し，時代の要求に応える，人間
性の教育方法をとっているものは僅少で残念な状態にある．　　　　　　　　　　’
　学校教育での時間数の削減は，当然学校教育に大穴をあけた．今我々が学校教育の大穴を埋める
ため，成人教育の場において,･芸術文化国民運動を興しつつあるのも前述の通りである．
　現代の職場で人間性の回復をはかるため，何かよい名案はないかと考えるとき，芸術とスポーツ
はよき通路であると，社会的には認識されはじめた．
　社会は要求しているのに，学校は否定している．これは大きな矛盾である．
　学校でも重要だと思はせるような，新らしい人間性の教育に根抵を置いた芸術教育が今後生まれ
て来なければならないと考える．
　道徳教育や成績競争，出世競争の弊害から児童生徒，成人をまもるために，芸術文化教育の新機
軸を出し，全面的に貢献しなければならない．
　一附　記一
　皿　国民運動の展開のしかた
　国民芸術文化運動のみでなくあらゆる国民運動は，綜合的，有機的に効果あらしめるため，国民
運動綜合センターを設け，一貫した調査，研究，養成，指導，推進を行う必要かおる．
　同センター内に次の機関を置く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）
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　1.国民運動綜合センター事務局
　国民センター（略称）には，国民運動関係団体の事務所を置き，センター事務局は各団体より運
営委員を出して，合議運営する．
　センター事務局は国民迎動に必要な集会設備を完備し，関係団体に利用してもらう．会議のため
の宿泊，大，中，小会議室を擁し，会議用印刷室も常設する．
　各迎動関係，各集会のため弘報，展示の設備を充実し，一貫したマスコミ部を設ける.
　2.国民迎動研究所
　国民の与論を調査し，国民の動向をつかむため，与論調査部を置く．
　国民の幸福追究のため国民運動の企画を立てる国民迎動審議室を設ける．議決の結果は関係各運
動事務局にて実施に移す．
　審議室は総合審議，専門審議を行い，審議委員は国民運動各関係事務局代表者，専門委員，学識
経験者並に必要な研究所員を以て組織する．（専門委員の一部には常時国民運動の原理を研究して
いる国民運動短期大学の教官を含めるのがのぞましい.）
　3.国民運動短期大学
　本学は変貌する現代社会に対処して，生活者として生きる原理を追究し，国民としての進むべき
方向を見定め，その実践方法を考究するを以て目的とする.
　　（本学の学科組織および入学定員，履習方法は省く）
　4.附属ヴォラソティア訓練所
　本所では現職者の再教育，新入社，職員の教育のため集中開放講座を開講し，ヴォランティア訓
練の場と教育を提供する.
　　（講座内容は受講者の特殊事情とにらみあわせて講座編成をする.）
　5.本学卒業生需要度
　卒業生は国民運動推進員として専従するほか，行政官庁，秘書弘報職員，
育主事，公民館職員，新生活指導員，生活改善職員，企業体の人事管理者，
報道関係に就職するに便である．
調査統計職員，社会教
Ｐ'Ｒ担当者，調査員，
(昭和38年９月30日受理)
（７）

